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主 催：梯川協議会
　　　　　（事務局：小松商工会議所）
協 賛：（一社）北陸地域づくり協会

継　続 協　賛

　梯川の流れる小松地区の恵まれた環境を守り育て、次の世代に残すため「美
しい川を守り育てる」「川に集まり賑わう」「川に学びふれあう」を基本目標に、
市民団体「梯川協議会」が実施する清掃活動に支援を行う。
　この取り組みは、ボランティア精神に基づく人的交流と活動を基本とし、梯川
を市民共有の宝として守り育て、きれいな川、豊かな自然、住みよい環境を守
ることも併せて目標としている。

　梯川協議会は、平成15年に全国都市再生モデル調査として「梯川を核とした、
水と緑を活かした潤いと安らぎのあるまちづくり」に取り組み、その一環として、以
後毎年ごみ拾いを実施してきている。また、平成30年3月に石川県内では初めて
「河川協力団体」（平成25年度に制度化）に指定された。
　一斉清掃活動により、自然･水辺環境の保護と環境への貢献に対する市民の
意識向上が図られ、梯川の利活用並びに市民の憩いの場としての整備が活性
化するなど、市民による地域づくり、川づくりに寄与している。

◆第36回「梯川ごみ拾い」
　日 時：令和3年9月4日(土)～26日(日）
　場 所：小松市 梯川沿川（北陸自動車道～中海大橋）
　参加者：梯川流域を中心とした企業（建設会社等）9社の社員　111人
　※コロナ禍により一般参加は求めず、協議会所属企業が日を分け実施
　
◆第37回「梯川ごみ拾い」
　日 時：令和4年3月20日（日）
　場 所：小松市 梯川沿川（安宅河口～中海大橋）
　参加者：梯川流域を中心とした住民、企業社員　約700人
　※ごみ拾い終了後に彼岸花移植事業を実施
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